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主な審議結果

1. 新議長の選出
Hans Norin（前議長）のリタイアに伴い， Sweden FolksamのAnders Kullgrengaが新議長に就任した．
2. Event Data Recordersに関する情報交換
すでに情報として，N 237, N 241, N 242, N 243, N 245, N 247, N 248, N 249, N 250, N 251, N 252, N 262, N 277, N 263, N 267, N 268, N 287が配布されている．さらに新たな情報として次のような項目について報告された．
1) NHTSA EDR NPRM, SAE EDR (VEDI etc) ： NHTSAからEDRに関するNPRMが先週出されたとのこと．ただ，その詳細に関する情報はなかった．
2) VERONICA (Siemens-VDO)：EU Commissionの傘下の活動グループの一つとして，その傘下に4つのWP (WP 1 Project Management, WP 2 Accident Reconstruction Requirements, WP 3 Prevention, WP 4 Legal Requirements)を設けて活動している．活動状況については，VERONICA Project Description (Vehicle Event Recording based on intelligent crash assessment An EU funded comprehensive road safety project)としてWebsiteに掲載されている．
3) ECE/GRSG EDR：特に新たな動きはない．

4) 日本におけるEDRに関する活動：日本では死亡事故の低減とともに，増加している負傷事故の低減のために，日本の国交省が実施している事業用自動車に搭載している映像型ドライブレコーダの活用状況を報告した．なお，ドライブレコーダは12業者が市販している．これに対して，映像型ドライブレコーダの導入に伴うプライバシーの問題，事故予防に必要な情報，機器の問題点・課題などについて質問があり，映像型ドライブレコーダの関心の高さが伺われた． 
5) Vehicle manufacturer EDR：特に新たな動きはないが，NHTSA EDR NPRMの対応をスタートさせたとのこと．

6) Folksam crash recorder：現在数十万台にCPRが搭載されている．従来からの解析に加えて，現在死亡事故の原因調査を行っている．これについては搭載車両の持ち主の了解，ならびにそれぞれのメーカから協力を得て進めている．現在解析中でまだ報告できる状況になっていないとのこと．
3. WD 12353-3 Impact Severity Recordingに関する審議
N278 R2にもとづいて下記のような事項について逐条審議が行われた．特に，Figure 1 – Impact Severity and Injury Mechanism/Outcomeにおいて，その流れと，本文に記載されている内容についての一貫性が見られない箇所があり，下記の事項について再度整理し審議を継続することとした．
1) Delta-Vの定義
2)  Scopeの見直し

3)  Impact event definitionの明確化

4)  Crash Pulse Definitionの明確化
5)  T 0, T endの明確化
6)  全体的な見直しに関する今後のスケジュール：①9月初め：配信版に対するコメント（幹事へ），②9月末：幹事から修正案送付（委員へ），③10月中旬：最終案作成（次回の会議）
4. ISO 6546 Road vehicles – Collection of accidents data for evaluation of occupant restraint performanceの経過報告
　すでに2006年5月にISOドキュメントとして発行されたとの報告があった．また，本ドラフトの作成において，委員の皆様の貢献と努力に感謝したいとのお礼が新議長より述べられた．

5. ISO/WD 6813-2 Terminology and measurement methodology for determining vehicle overlap in offset-frontal crashes
　現在のドラフト案にもとづいて，見直しの必要な箇所などが審議された．特に，本ドラフトは実務上の活用を念頭において，より簡単化しているが，現状ではあまりに簡単になりすぎているのではないかとの指摘がある．これらの点も含めて見直すこととした．なお，垂直方向のオーバーラップについてはSAE J224の図を参考にして挿入することとした．
6. 今後のWG7の作業項目(Accident causation analysis）などに関する審議
　標記の審議に先立ち，次のようなプロジェクトについて紹介が行われた．
1) TRACEプロジェクト

TRACE (TRaffic Accident Causation in Europe)プロジェクト活動状況に関する説明がLABより行われた．TRACEプロジェクトは，16のコンソシアムメンバーと9のEUメンバーが参加し，2006年1月から2ヵ年の計画で推進されており，その傘下に次のようなWPを設置して活動を行っている．官民合わせて400万ユーロ（5億6000万円：140円換算）の予算で取り組まれているとのこと．
2) FICAプロジェクト
FICA (Future Influence Causation Accident)プロジェクトは，スウェーデンChalmers大がマネージャーとなって推進しているものである．現在On-spotで200件の事故例調査を行い，これをもとに事故の主因であるHuman Factorを掘り下げ，事故原因の究明と事故ゼロを達成するための対策を明確にすることを目的としている．今回はあまり時間がなく，簡単な紹介に留まったが次回には詳細な紹介をしたいとのこと．
以上の紹介の後，WG7としてもAccident Causationに関する内容についてどのように取り組むかについて課題提起が幹事より行われた．なお， SC12は乗員保護の分野であり，衝突安全と予防安全との融合という観点からどのように取り組むべきかについて，SC12ならびにTC22に問いかけて行く．今回は審議の時間が十分なく，次回さらに議論したいと提案された．
次回会議開催予定：場所　イギリス　ロンドン　2006年10月18日（水），19日（木）
今後の処理（宿題）事項
1． ISO/WD 12353-3 Impact Severity Recordingの見直しと幹事からの宿題事項への対応
2． ISO/WD 6813-2 Terminology and measurement methodology for determining vehicle overlap in offset-frontal crashesの見直し
3． 今後のWG7活動：Accident causation analysisに関する取り組みについて，日本として対応方針のとりまとめ
所感・その他
日本では，映像型ドライブレコーダ（いわゆるADR: Accident Data Recorder）を活用した運行管理，運転者教育の事故抑止効果が期待されている．また，欧州でも，事故通報，救急救命の向上なども含め，運転者教育，事故要因の究明など事故予防の観点からの取り組みが急速に進展している．

ADR（映像型ドラレコを含む）やEDRの仕様の違いはさらに顕著になることが予想されるため，早急に仕様の標準化に対するガイドラインが必要になってくる．

日本としてもADRやEDRに関する仕様などの検討において，どの分野を幹として，どのような切り口で，どのようなSCあるいはWGで取り組むべきかについて早急に検討が必要である．特に，ISOの取り組みでは焦点を絞り効率的な対応が必要とされ，事前準備がキーポイントになる．
なお，ISO/WG会議の効率的な推進については，JSAE事務局としての対処方針を作成しておく必要がある。

＜詳細報告＞

１．新議長の選出
Hans Norin（前議長）のリタイアに伴い，幹事よりSweden FolksamのAnders Kullgrenを新議長に推薦したいとの提案があり，満場一致で了承された．その後，引き続き，出席者の自己紹介，アジェンダの確認，前回議事録の確認などを行い，以下のような報告，ならびに審議などが行われた．
2． Event Data Recordersに関する情報交換
すでに情報として入手されているドキュメントについては資料としてN 237, N 241, N 242, N 243, N 245, N 247, N 248, N 249, N 250, N 251, N 252, N 262, N 277, N 263, N 267, N 268, N 287が配布されている．これらの資料として，さらに新たな情報として次のような項目について報告された．
1) NHTSA EDR NPRM, SAE EDR (VEDI etc) ： NHTSAからEDRに関するNPRMが先週だされたとのこと．ただ，今回の会議には米国からの委員の参加者はなく，その詳細に関する情報はなかった．

2) VERONICA (Siemens-VDO)：EU Commissionの傘下の活動グループの一つとして，また，その傘下に4つのWP (WP 1 Project Management, WP 2 Accident Reconstruction Requirements, WP 3 Prevention, WP 4 Legal Requirements)を設けて活動している．すでに活動報告書が配布されているが，まだ公開されていないとのこと．活動状況についは，VERONICA Project Description (Vehicle Event Recording based on intelligent crash assessment An EU funded comprehensive road safety project)としてWebsiteに掲載されている．

3) ECE/GRSG EDR：特に新たな動きはないとのことであった．

4) 日本におけるEDRに関する活動：日本ではADR (Accident Data Recorder：いわゆるドライブレコード)とEDR (Event Data Recorder)と区別して議論されている．日本では死亡事故の低減とともに，増加している負傷事故の低減のために，事故予防策を模索するための映像型ドライブレコーダの導入が事業自動車を中心に急速に進展している状況を報告した．特に，事業用自動車では運行管理，運転者教育など安全マネージメントが中心となっている．なお，ドライブレコーダは12業者が市販していることも報告した．この状況は日本語ではあるが，Websiteに掲載されていることも報告した．これに対して，映像型ドライブレコーダの導入に伴うプライバシーの問題，事故予防に必要な情報，機器の問題点・課題などについて質問が多く出された．プライバシーについては事業用運転者であるため本人の了解を得られやすいこと，目的は運転者の安全教育などを中心にしているため，それぞれの目的に応じた機器の適用が行われていると説明した．

5) Vehicle manufacturer EDR:特に新たな動きはないが，NHTSA EDR NPRMの対応をスタートさせたとのこと．

6) Folksam crash recorder：現在数十万台にCPRが搭載されている．従来からの解析に加えて，現在死亡事故の原因調査を行っている．これについては搭載車両の持ち主の了解，ならびにそれぞれのメーカから協力を得て進めている．現在解析中でまだ報告できる状況になっていないとのこと．
３．WD 12353-3 Impact Severity Recordingに関する審議
N278 R2にもとづいて下記のような事項について逐条審議が行われた．特に，Figure 1 – Impact Severity and Injury Mechanism/Outcomeにおいて，その流れと，本文に記載されている内容についての一貫性が見られない箇所があり，それらの内容について再度整理した．再整理した要点は次のとおり．

1) Delta-Vの定義の明確化：Delta-Vが同じでもCrash Pulseのpeak Gなどが変わり，傷害に及ぼす影響が違う．これらの点を明瞭に判るようにする．

2)  Scopeの見直し：Delta-V, EESなどのImpact Severityに関する定義の明確化か，あるいはそれらのパラメータについてのガイダンスなのかがよく整理されていない．これらの点を整理し再度文章化する．

3)  Impact event definitionの明確化：イベントのタイム０をどのように定義するのか．衝突形態は多様であり，一義的に決められるのか整理する必要がある．衝突形態をカバーするような定義は難しいと思われる．また，Crash Pulse Recorderのようにメカニカルなものは加速度とデルタ時間とを組み合わせて決めている．Airbagトリガーのような電子的なものとは違った定義が必要かもしれない．そのため，一つの案として，目的別に定義を設けるような考え方が必要かも知れない．

4)  Crash Pulse Definitionの明確化：Crash Pulseは衝突により乗員が車のどこかに衝突した状況を定量的に表す，すなわち人体傷害に及ぼす影響を明らかにするための指標の一つである．しかし，本文では，Crash Pulseについては簡単な定義(Defined as the acceleration-time history)となっており，Scopeの内容を包含した定義になっているかどうか見直す必要がある．

5)  T 0, T endの明確化：上記3)のT 0と同様にT endも明確にする必要がある．T endの定義は衝突後の現象としてロールオーバー，サイドスワイプなどもあり，T 0よりも定義が難しくなってくる．

6)  全体的な見直し：今回逐条的に審議した項目について，幹事の方で整理し，再度メンバーに配信する．その修正版をもとに次のようなスケジュールでリファインをすることとした．①9月初め：配信版に対するコメント（幹事へ），②9月末：幹事から修正案送付（委員へ），③10月中旬：最終案作成（次回の会議）
4． ISO 6546 Road vehicles – Collection of accidents data for evaluation of occupant restraint performanceの経過報告

　すでに2006年5月にISOドキュメントとして発行された旨の報告があった．また，委員の努力に感謝したいとのお礼が新議長より述べられた．

5． ISO/WD 6813-2 Terminology and measurement methodology for determining vehicle overlap in offset-frontal crashes

　現在のドラフト案にもとづいて，見直しの必要な箇所などが審議された．特に，本ドラフトは実務上の活用を念頭において，より簡単化しているが，現状ではあまりに簡単になりすぎているのではないかなどの指摘がある．これらの点も含めて見直すこととした．なお，垂直方向のオーバーラップについてはSAE J224の図を参考にして挿入することとした．

6． 今後のWG7の作業項目(Accident causation analysis）などに関する審議

　標記の審議に先立ち，次のようなプロジェクトについて紹介が行われた．

1) TRACEプロジェクト

TRACE (TRaffic Accident Causation in Europe)プロジェクト活動状況に関する説明がLABより行われた．TRACEプロジェクトは，16のコンソシアムメンバーと9のEUメンバーが参加し，2006年1月から2ヵ年の計画で推進されており，その傘下に次のようなWPを設置して活動を行っている．官民合わせて400万ユーロ（5億6000万円：140円換算）で取り組まれているとのこと．
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The 16 consortium members and their subcontractors come from 9 EU member states across the south, east and west of Europe (plus one from Australia) and unite both the public and private sectors, with participants from industry, research centres, academic institutions, insurance and private companies. 

- The identification and the assessment (in terms of saved lives and avoided accidents), among possible technology-based safety functions, of the most promising solutions that can assist the driver or any other road users in a normal road situation or in an emergency situation or, as a last resort, mitigate the violence of crashes and protect the vehicle occupants, the pedestrians, and the two-wheelers in case of a crash or a rollover.

The determination and the continuous up-dating of the etiology, i.e. causes, of road accidents (as well as the causes of injuries) and the assessment of whether the existing technologies or the technologies under current development address the real needs of the road users inferred from the accident and driver behaviour analyses.

This project is part of the Integrated Safety Program launched by ACEA in 2004 and also supports the E-Safety Forum.

The project is subdivided into operational, evaluation, methodological and transversal Work Packages.

The operational work packages are:

WP1 – Road users (managed by CIDAUT, Spain) identifying the specific problems encountered by different road user groups.

WP2 – Accident Situations (managed by LAB, France) identifying accident causation factors according to individual pre-accident driving situations.

WP3 – Types of factors (managed by LMU, Germany) identifying and performing multi-dimensional analysis on accident causation factors.

WP4 – Evaluation (managed by LMS, Greece) looks at the a priori and a posteriori evaluation of the effectiveness of safety functions in terms of potential safety benefits.

The methodological work packages are:

WP5 – Human factors (managed by INRETS, France) will provide operational models and methodological support for human factor analysis.

WP6 – Safety functions (managed by IDIADA, Spain) will provide a comprehensive list of vehicle and infrastructure based current and future safety functions.

WP7 – Statistical methods (managed by IVT, Germany) will provide statistical methodologies and support to other work packages.

The transversal work packages are:

WP8 – Data supply (managed by VSRC, UK) will provide aggregated data from the different European databases available to supply and support the other work packages.

WP9 – Project management (led by LAB, France) coordinates the project, liaises with the European Commission and communicates project advancement and results.

2) FICAプロジェクト

FICA (Future Influence Causation Accident)プロジェクトは，スェーデンChalmers大がマネージャーとなって推進しているものである．現在On-spotで200件の事故例調査を行い，これをもとに事故の主因であるHuman Factorを掘り下げ，事故原因の究明と事故ゼロを達成するための対策を明確にすることを目的としている．さらにこのプロジェクトは，スウェーデン政府，業界，研究機関がジョイントし，Chalmers大に創設されたSAFER - Vehicle and Traffic Safety Centre at Chalmers の一貫として活動しているものである．プロジェクトマネジャーは前議長のHans Norinが務めている．今回はあまり時間がなく，簡単な紹介に留まったが次回には詳細な紹介をしたいとのこと．

以上の紹介の後，WG7としてもAccident Causationに関する内容について取り組みたいが，SC12は乗員保護の分野であり，衝突安全と予防安全との融合という観点からどのように取り組むべきかについて，SC12,ならびにTC22に問いかけて行くこととした．
８．Resolutionの確認

　今回の議論におけるResolutionを次のとおり確認した．

Resolution 51 – Appointment of new convenor for WG 7
Dr. Anders Kullgren, Folksam Research, was unanimously appointed new convenor of WG 7, following the resignation of Dr. Hans Norin.
The WG 7 members sincerely thank Dr. Norin for leading the group since the activities started, and wish him all the best for the future.   
Resolution 52 – ISO/WD 12353-3, Guidelines for the interpretation of recorded crash pulse data to determine impact severity 
On the basis of the discussions at the 28th meeting, the convenor and secretary will update N 286 and circulate the updated draft as soon as possible after the meeting.
WG 7 experts will be asked to send their contributions on the revised version by 8 September.
Based on the new contributions to be received, a second intermediate draft will be circulated for comments in time for a third update to be ready before the next WG 7 meeting.
Opportunities for tele-/web conferences will be investigated in the revision process. 
Resolution 53 – Further work on ISO(/TR) 6813-2, Terminology and measurement methodology for determining vehicle overlap in offset-frontal crashes 
WG 7 participants confirmed their interest in finalising part 2 of ISO(/TR) 6813, and ask Mr. Marsh for further input in order to finalise the draft (current version N 214). 
Mr. Marsh is also asked to check whether the latest SAE J224 CDC provides information that can be useful for the ISO document.
Resolution 54 – Possible future work items of WG 7 
The following items and areas that could possibly benefit from international standards have been mentioned within WG 7:  
· Evaluation of effectiveness of active safety systems in real-world accidents; 
· Accident causation analysis - methodology, classification etc; 
· Pre-crash event coding; 
· Methodology for EDR data evaluation; 
· Methodology related to rollover accident studies; 
· Review of ISO 12353-1 for updates on the basic terminology; 
· Review of ISO 12353-2 for possible updates and expansion on specific subjects; 
· Identification of items of SARAC 2 (to be finally reported) related to standardisation; 
· Accidentology involving heavy vehicles.  
WG 7 experts are invited to think about these items, and other items that might be suitable for future standardisation activities, and to send any suggestions and comments to the secretariat. The secretary will forward such suggestions and comments to the group in order to prepare for discussions before and at the next meeting.
Resolution 55 – Studies related to pre-crash and accident causation 
There is a clear interest of WG 7 experts to investigate the pre-crash phase for possible actions related to aspects of accident causation, to evaluate the function of active safety systems, etc. 
This area might be outside the current scope of WG 7, considering that the SC 12 title is "Passive safety crash protection systems". On the other hand, there is currently no other ISO group working with accidentology in the pre-crash phase.  
The secretary is asked to check with the SC 12 secretariat whether the pre-crash phase could be included in the scope of WG 7.   
Resolution 56 – Next WG 7 meeting 
The next meeting will tentatively be held in the UK on 18-19 October, in London or the Heathrow area. Mr. Lenard is asked to check for a possible venue.  
WG 7 participants appreciate the invitation by Transport Canada to hold the next meeting in Ottawa on 2 and 3 November, but regret that the dates interfere with holidays meaning that very few experts would be able to attend the meeting.  

次回会議開催予定：場所　イギリス　ロンドン　2006年10月18日（水），19日（木）

今後の処理（宿題）事項
1. WD 12353-3 Impact Severity Recordingの見直しと幹事からの宿題事項への対応
2. ISO/WD 6813-2 Terminology and measurement methodology for determining vehicle overlap in offset-frontal crashesの見直し
3. 今後のWG7活動：Accident causation analysisに関する取り組みについて，日本として対応方向性のとりまとめ
所感・その他
EDRの導入・標準化などに関する動きが米国のみならず欧州，日本においても活発化している．特に日本では，事業用自動車を中心とした映像型ドライブレコーダ（いわゆるADR: Accident Data Recorder）を活用した運行管理，運転者教育の事故抑止効果が期待されており，今後急速に普及する勢いとなっている．また，欧州でも，事故通報，救急救命の向上なども含め，運転者教育，事故要因の究明など事故予防の観点からの取り組みが急速に進展している．
これに対して，米国では衝突時の状況を客観的に明らかにすること，すなわち衝突安全を主体としており，衝突状況を通報（事故）し，救急医療やその体制の効果を向上させることが狙いとなっている．
いずれにしても，事故前の状況や事故原因を含めて，事故の実態をより客観的に捉えることが事故低減には不可欠となっている．そのための手段としてのADR（映像型ドラレコを含む）やEDRは，個人情報の取扱いに細心の注意を払いながらも，規制の有り無しに係わらず市場に急速に普及してくることは時間の問題になっていると思われる．

このような情勢を踏まえると，ADR（映像型ドラレコを含む）やEDRの仕様の違いはさらに顕著になることが予想されるため，早急に仕様の標準化に対するガイドラインが必要になってくる．
今回の会議では，従来にも増して欧州勢から，事故要因や人的要因などを掘り下げるためのプロジェクト胎動の取り組みが紹介され，欧州でもADRやEDRについての関心がさらに深くなってきた感がある．ADRとEDRに係わる分野は相当の広がりがある．日本としてもADRやEDRに関する仕様などの標準化に取り組む場合には，どの分野を幹として，どのような切り口で，どのようなSCあるいはWGで取り組むべきかについて提案できるような検討が早急に必要である．特に，ISOの取り組みでは焦点を絞り効率的な対応が必要とされ，事前準備がキーポイントになる．
なお，ISO/WG会議の効率的な推進として，1)電話会議，2)Web link会議が提案されている。今回も幹事より電話とWeb Linkとを組み合わせた会議を実施した例が報告された（経費として200～300ドル）．JSAE事務局としても対処方針を作成しておく必要がある。
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